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女性の活躍を応援する

　正しい性の知識を子どもたちに伝えることは、その子が幸せに生きていくのを助け

てくれます。また、性犯罪や望まぬ妊娠など、性にまつわるトラブルから子どもたち

を守るよりどころともなります。そうは言っても、実際に子どもと「性」について話

すのは難しいなあと感じている人も多いのではないでしょうか？　アイムでは、この

デリケートで大切な問題を取り上げてみました。

 伝えていますか？正しい「性の知識」
子どもたちが幸せに生きていくために

家庭で子どもたちに「性の知識」伝えていますか？

子どもは性の知識をどこで
得ていると思いますか？

はい 40％ いいえ 60％

アンケートの自由記述欄から

アンケートの自由記述欄では、「伝えたいけど、そのタイミングや伝え

方が分からない」というお悩みが多く寄せられました。

2面以降で、上手な伝え方、そして伝えることの深い意味を特集します。

友人 75

インターネット・ユーチューブ 61

学校・授業 57

テレビ 43

まんが・アニメ 25

本 18

まだ知らない 13

その他 12

（市内の小学校PTAの方々240人が回答しました）

（複数回答可）

男女の体のしくみと変化（生理・精通）………30人

プライベートゾーン※2面参照 …………………11人

妊娠と出産 …………………………………… 6人

すべて ………………………………………… 3人

子どもに質問されたら話す ………………… 3人

まだ早い、理解できる年齢ではない ……… 27人

子どもが聞いてこない、興味がなさそう ……8人

親に知識がない、伝え方が分からない ………8人

チャンスがない、機会が作れない ……………7人

どのタイミングで話せばよいか分からない …6人

学校の授業に合わせるつもりでいる …………3人

他の子と認識が異なってしまわないか心配 …1人

主に何を伝えていますか？

「はい」の人が答えました

伝えていない理由は？

「いいえ」の人が答えました

全員が答えました

まだ早まだ早

子ども

親に知

チャンチャン

どのタどのタ

学校の

他の子

●聞かれた時にどう伝えたらいいか分か

らない。あまりハッキリ言うのもどう

かと思うけど、ぼかし過ぎても伝わら

なかったら意味がないかなと思う。

●伝え方、タイミングが分からない。

●下手に伝えて、変なことになったら嫌

なので教えていない。

まだ伝えていない人の中から

●まだ小さいからとあやふやに伝えず、

小さい時から伝えることが大切だと思

います。

●性教育は乳児期からとても大切にする

べきものなのに、日本ではまだその考

えが浸透していません。

●親が恥ずかしがらずに伝えることが大

切だと考えます。

伝えている人の中から

友人 75人

インターネット・
動画サイト 61人

学校・授業
57人

テレビ
43人

本 18人

まんが・
アニメ
25人

まだ知らない 13人

その他 12人
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「亭主元気で留守がいい」

久しく聞かない言葉だが、今、我が家

では、この逆の現象が起きている。「妻

元気で留守がいい」である。

というのは、仕事をしていた妻が、膝

の手術をし、リハビリのため長期の休暇

を取って、一日中家にいることになった。

私は年金暮らしだから、当然、一日中

妻と顔を合わせなくてはならない。今年

は、金婚式を迎えたほど、妻とはけんか

などしたこともなく、夫婦円満のはずな

のだが、一日中顔を突き合わせていると

そうもいかない。

「コーヒーできた？」「食パン焼い

て！」「洗濯した？」「ゴミ捨てた？」

「食器洗って！」と、機関銃のように飛

んでくる妻の言葉。

妻が仕事に行っていた時は、家事は私

がほとんどしていたし、「言われなくて

も、やるのに」と、心では思ってみても、

こうも矢継ぎ早に言われると、「分かっ

子
ど
も
に
教
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、「
ち
ん
ち
ん
」「
お
ま
た
」

と
呼
ん
で
よ
い
で
す
か
？

子
ど
も
が
小
さ
い
時
は
「
ち
ん
ち
ん
」「
お
ま
た
」
で

も
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
は
幼
児
語
で
す
か
ら
、
少
し

大
き
く
な
っ
た
ら
使
え
ま
せ
ん
。「
性
器
」
と
い
う
正
し

い
名
前
も
同
時
に
教
え
ま
し
ょ
う
。「
男
性
性
器
」「
女
性

性
器
」
と
使
う
の
は
ど
う
で
す
か
。
私
は
自
分
の
子
ど
も

は
も
ち
ろ
ん
、
講
座
で
担
当
し
た
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
で
も

「
性
器
」
で
教
え
て
い
ま
す
。

他
に
も
「
性
」
に
は
、
言
い
換
え
や
遠
回
し
な
表
現
が

多
い
で
す
ね
。
例
え
ば
「
月
経
」
を
「
生
理
」
と
言
い
慣

わ
す
の
も
そ
の
一
つ
で
す
。
あ
る
中
学
生
の
教
室
で
「
女

性
に
は
『
月
経
』
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
た
ら
、「
え
ー
、

生
理
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
、
月
経
も
あ
る
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
て
き
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。「
生
理
」
と

い
う
言
葉
を
日
常
使
う
の
は
、
致
し
方
な
い
面
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
正
式
な
名
称
も
き
ち
ん
と
伝
え
て
お
き
た

い
で
す
。

子
ど
も
は
親
に
質
問
し
て
き
ま
せ
ん

が
、
い
つ
頃
、
教
え
た
ら
い
い
で
し
ょ

う
？

質
問
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
興
味
が
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。「
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く
る
の

か
」
と
い
う
疑
問
は
、
根
本
的
な
も
の
で
す
か
ら
、
誰
し

も
興
味
が
あ
っ
て
当
然
で
す
。
む
し
ろ
、
そ
れ
を
子
ど
も

が
全
く
質
問
し
な
い
の
な
ら
、
質
問
で
き
な
い
家
族
の
関

係
で
は
な
い
の
か
と
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

そ
の
上
で
、「
い
つ
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
早
す
ぎ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
お
風
呂
場
で
性
器

の
洗
い
方
を
教
え
れ
ば
、
3
歳
ぐ
ら
い
で
、
自
分
で
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
も
う
親
は
手
伝
わ
な
い

か
ら
、
自
分
で
洗
う
よ
う
に
と
伝
え
る
の
で
す
。
す
る
と
、

性
器
は
自
分
で
管
理
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
と
わ
り
も
な
く

人
に
触
れ
ら
れ
た
り
、
ま
た
自
分
も
誰
か
の
性
器
に
触
れ

た
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
自
然
に
身
に
つ
き
ま
す
。

低
学
年
の
教
室
で
、
性
交
か
ら
出
産
ま
で
を
教
え
る
授

業
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
子
ど
も
た

ち
は
、
み
ん
な
自
分
が
「
性
交
す
る
側
」
で
は
な
く
、

「
生
ま
れ
る
側
」
に
な
っ
て
、
授
業
を
聞
い
て
い
る
の
で

す
ね
。

「
生
ま
れ
る
側
」
に
立
っ
て
、
性
の
話
を
聞
け
る
の
は

小
学
校
低
学
年
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
後
は
「
性
交
す
る

側
」
の
視
点
を
持
つ
よ
う
に
発
達
す
る
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。性

教
育
は
「
母
親
が
娘
に
、
父
親
が

息
子
に
」
と
役
割
分
担
し
た
ほ
う
が

い
い
で
し
ょ
う
か
？

教
え
る
の
に
性
別
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
男
性

で
も
女
性
で
も
何
の
準
備（
学
習
）も
な
く
、
子
ど
も
に
教

え
る
の
は
無
理
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
２
、３
冊
本
を
読
む

な
ど
し
、
正
確
な
言
葉
で
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
に
つ
い
て

は
教
え
て
い
る
の
で
す
が
…
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
は
、
い
わ
ゆ
る
「
水
着
で
隠
れ

る
部
分
で
、
そ
の
部
分
は
む
や
み
に
人
に
触
ら
せ
な
い
」

と
子
ど
も
に
教
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
っ
て
、
そ
の
部
分
だ
け
で
し
ょ
う

か
。
体
中
ど
こ
で
も
、
触
っ
て
い
い
か
ど
う
か
、
快
か
不

快
か
は
相
手
と
の
間
柄
に
よ
る
で
し
ょ
う
。
肩
に
手
を
置

か
れ
た
と
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

我
慢
し
な
く
ち
ゃ
と
勘
違
い
す
る
子
が
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」
だ
け
教
え
て
お
け
ば

大
丈
夫
と
思
う
の
は
危
険
で
す
。

性
犯
罪
は
非
常
に
狡こ

う
か
つ猾
で
、「
た
く
さ
ん
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
買
っ
た
か
ら
、
い
っ
し
ょ
に
食
べ
な
い
？
」
と
い
っ
た

一
見
、
あ
り
ふ
れ
た
日
常
的
な
誘
い
文
句
か
ら
始
ま
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
に
手
が
伸
び
た
時
に
は
、
も
う
手

遅
れ
と
い
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
も
う
ひ
と
つ
こ
の
言
葉
で
注
意
し
て
お
き
た

い
の
は
、「
良
い
と
言
っ
て
な
い
の
に
人
に
触
ら
せ
な

い
」
と
い
う
「
人
」
の
中
に
家
族
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
最
近
は
核
家
族
が
中
心
で
す
が
、
我
が
国
の
核
家

世
界
的
な
指
標
は
あ
り
ま
す
か
？

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）が
「
国
際

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス（
※
左
図
参
照
）」

を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
権
を
認
め
、
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
こ
と
を
め

ざ
す
「
包
括
的
な
性
教
育
」
で
す
。

私
た
ち
の
世
界
は
、
異
性
愛
者
だ
け
で
な
く
、
性
に
関

し
て
も
、
と
て
も
多
様
で
す
。
多
様
性
を
認
め
、
身
体
を

大
切
に
し
、
人
と
良
い
関
係
を
築
き
、
安
心
し
て
生
き
ら

れ
る
こ
と
を
伝
え
る
の
が
、「
包
括
的
な
性
教
育
」
で
す
。

ぜ
ひ
、
家
庭
で
子
ど
も
た
ち
に
、
そ
う
し
た
性
教
育
を
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
性
の
知
識
」ど
う
教
え
た
ら
い
い
？

　
親
た
ち
の「
困
っ
た
」に
答
え
ま
す
！

族
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
壁
が
薄
く
、
性
被
害
を
生
み
や
す

い
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
家
庭
内
で
の
性
虐
待
を
意

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
風
呂
か
ら
上
が
る
時
、

脱
衣
所
で
衣
服
を
つ
け
て
出
て
く
る
な
ど
、
家
族
で
あ
っ

て
も
け
じ
め
の
あ
る
生
活
が
予
防
に
な
り
ま
す
。

「
赤
ち
ゃ
ん
が
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
て

き
た
の
？
」
へ
の
上
手
な
答
え
方
は
？

お
お
か
た
の
お
と
な
の
体
の
男
性
は
精
子
を
、
女
性
は

卵
子
を
体
の
中
で
つ
く
り
ま
す
。

卵
子
は
体
の
奥
の
方
に
在
り
、
精
子
は
精
巣（
男
の
子

は
実
感
で
き
ま
す
）で
作
ら
れ
、
ペ
ニ
ス（
陰
茎
、
お
し
っ

こ
の
出
る
筒
）の
先
か
ら
体
の
外
に
出
ま
す
。
ペ
ニ
ス
を

膣ち
つ（

お
し
っ
こ
の
出
る
尿
道
口
と
ウ
ン
チ
の
出
る
肛
門
の

間
に
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
育
つ
子
宮
に
通
じ
る
筒
）に
入
れ

て
精
子
を
卵
子
に
届
け
ま
す
。
精
子
と
卵
子
が
合
体
し
て

子
宮
の
中
で
う
ま
く
育
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
や
が
て
赤

ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
、
た
い
て
い
の
赤
ち
ゃ
ん
は
膣
か
ら
生

ま
れ
て
き
ま
す
。
※
こ
の
時
余
裕
が
あ
れ
ば（
聞
く
力
の

あ
る
子
な
ら
）帝
王
切
開
や
体
外
受
精
の
こ
と
を
話
し
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。

自
慰
行
為
は
ど
う
み
れ
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
。

性
に
対
す
る
欲
求
は
、
脳
の
一
番
奥
の
方
に
あ
る
視
床

下
部
が
働
い
て
起
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て

視
床
下
部
は
刺
激
さ
れ
、
性
行
動
を
促
し
ま
す
。
そ
の
時
、

他
の
存
在
が
な
く
て
も
、
自
分
の
意
志
で
性
行
動
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
が
自
慰
で
す
。
自
律
的
な
性
行
動
と

し
て
、
カ
ッ
プ
ル
に
な
っ
て
も
必
要
で
す
。
当
然
子
ど
も

に
と
っ
て
も
自
然
な
こ
と
で
す
。

安
あ

達
だ ち

倭
わ か こ

雅子さん
1937年大分県大分市に生まれる。

明治大学文学部日本文学専攻科卒業。

電話相談員。

〝人間と性〞教育研究協議会幹事。

てるよ！」すら言えない内気な私は、

「妻元気で留守がいい」と、つぶやくの

が精いっぱいである。

考えてみると、私が現役で仕事をし、

妻が専業主婦だったころ、妻は、「亭主

元気で留守がいい」と思っていたのかも

しれない。

とにかく、妻には早く元気になっても

らいたい。本心からそう思っているので

す。 （萩）

性に関する知識やスキル

人権、ジェンダー平等、多様性、幸福、健康などを
包括的にカリキュラムに沿って学ぶ

国際セクシュアリティ
教育ガイダンス

国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）が
中心となり作成した国際的な性教育の標準的指針

これまでの性教育

包括的性教育

あるシニア男性の独りごと

「あっ！そうなんだ性と生」（えほん）
浅井春夫、安達倭雅子、
北山ひと美、中野久恵、

星野恵（編著）、勝部真規子（絵）
エイデル研究所

子どもと一緒に読めば、親が、性の話を
しなくても大丈夫です。

「赤ちゃんはどこからくるの？」
のじまなみ（著）
幻冬舎

小さなころから知っておいてほしい体と
性のふしぎを、親子一緒にかわいいイラ
スト・マンガで楽しく学べる一冊。

「これからの男の子たちへ」
太田啓子（著）
大月書店

ジェンダー問題に取り組む弁護士ママの
社会のハテナにはっとさせられる。パパ
ママに読んでほしいベストセラー。

編集委員が
見つけた
お役立ち本
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防災訓練の様子

難
所
運
営
に
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
女
性
参
加
の
道
を
よ

り
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
こ
こ
8

年
連
続
で
男
女
平
等
参
画
課
と
連
携

し
た
防
災
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
の
女
性
た
ち
の
深

刻
な
問
題
と
し
て
、
性
暴
力
被
害
が

相
当
数
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
頃
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
避
難
所
の
運
営
責

任
者
が
「
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
い

う
強
い
態
度
で
臨
ま
な
い
と
こ
の
問

題
は
根
絶
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
男
性
た
ち
の
問
題
と
し
て
、

避
難
所
で
仕
事
を
見
つ
け
ら
れ
ず

 

「
生
活
不
活
発
病
」
で
亡
く
な
る
方

が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。「
被

災
者
は
避
難
所
の
お
客
様
で
は
な
く

主
人
公
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

●
立
川
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

大
規
模
災
害
発
生
直
後
は
、
行

政
が
被
災
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
う
な
る
と
行
政
の
支
援
も
す

ぐ
に
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
「
初
め
の
3
分
間

は
自
分
の
身
を
守
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
、

次
の
3
時
間
で
家
族
や
近
所
で
安
全

な
場
に
避
難
し
、
3
日
間
は
外
部
の

支
援
を
待
つ
、
自
力
で
の
生
活
だ
っ

た
」
と
話
す
被
災
者
が
多
く
、「
3
・

3
・
3
の
原
則
」
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
ず
は
「
3
・
3
・
3
の
原

則
」
を
普
及
さ
せ
、
自
助
と
共
助
の

大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

各
地
で
起
き
て
い
る
災
害
は
他
人

事
で
は
な
い
、
自
分
事
と
思
っ
て
、

力
を
合
わ
せ
、
市
民
の
防
災
力
を
向

上
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

立川女子高校の演劇部が、８月上旬に

行われた全国高校演劇大会で、最優秀賞

に次ぐ優秀賞・文化庁長官賞、創作脚本

賞を作品「おんなのこのひ」で受賞しまし

た。「女子高生が興味を持つような、女

子高にしかできない演劇」を顧問の角田

奈月教諭を中心に作り上げてきた演劇部。

部長の白田つぐみさんは「コロナ禍で制

限がある中のこの経験を今後の糧にした

い。中学生や地域の方にも興味を持って

いただければ」と話しています。

自
分
た
ち
が
持
つ
防
災
力
を
生
か
し
て
、

被
害
を
最
小
限
に

　「情報紙アイム」へのご意見・ご感想、取り上げてほしい

テーマなどお寄せください。

e danjobyoudou@city.tachikawa.lg.jp バックナンバーは、立

川市ホームページから「情報紙アイム」で検索してください。

　「審議会等」とは、市民や専門家の意見を施策に反映させ

るための機関です。

　誰にとっても住みやすい市にするため、さまざまな分野の

公募委員に応募し、女性の声を市政に届けましょう。

審議会等に参加して女性の意見を市政に

　立川市男女平等参画基本条例では、市の施策が男女平等参

画の促進に影響を及ぼす場合等に、男女平等参画苦情処理委

員に苦情の申し出をすることができます。申出書の提出方法

等は男女平等参画課にお問い合わせください。

男女平等参画苦情処理制度をご存じですか

の
東
京
の
風
景
を
彷ほ
う
ふ
つ彿
さ
せ
る
も
の

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
転
々
と
し
、
終つ

い

の
棲す

み

家か

を
と
思
い
町
田
に
移
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
突
然
、
裏
山
一
帯
の
大
規
模

な
宅
地
開
発
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で

す
、
私
も
反
対
し
ま
し
た
が
、
我
が

家
の
地
盤
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時

の
地
滑
り
現
場
の
地
質
、
地
形
と
酷

似
し
て
お
り
、
地
震
が
起
き
た
ら
最

大
の
被
害
家
屋
に
な
る
と
分
か
り
、

最
終
的
に
は
移
転
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

移
転
先
は
、
山
を
削
っ
た
分
譲
住

宅
地
で
、
驚
い
た
こ
と
に
地
震
の
揺

れ
が
穏
や
か
な
の
で
す
。
地
震
の
揺

れ
は
、「
地
盤
」
に
よ
っ
て
異
な
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

運
よ
く
何
度
も
災
害
を
ま
ぬ
が
れ

た
恩
返
し
に
と
、
三
宅
島
火
山
噴
火

や
水
害
、
地
震
な
ど
の
被
災
地
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。

立
川
市
に
は
2
0
0
9
年
に
転
居

し
て
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
立
ち
上
げ
を
相
談
さ
れ
、
準

備
会
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

● 

「
立
川
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ

ッ
ト
（
立
災
ボ
）
」
の
活
動
は
?

会
の
正
式
発
足
は
2
0
1
1
年
4

月
で
す
。「
東
日
本
大
震
災
は
他
人
事

で
は
な
い
、
自
分
事
」
と
と
ら
え
た

市
民
7
人
で
出
発
し
ま
し
た
。

最
初
の
活
動
は
、
市
内
の
都
立
高

校
の
防
災
連
続
講
座
の
支
援
。
次
に
、

市
の
助
成
金
に
よ
る
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
の

5
年
間
開
催
。
そ
し
て
今
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
「
市
民
の
た
め
の
体
験

型
防
災
講
座
」
で
す
。
あ
い
に
く
の

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
4
期
目
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
立
川
市
の
総
合
防

災
訓
練
等
へ
の
協
力
、
出
前
講
座
へ

の
講
師
派
遣
、
毎
月
の
定
例
会
と
忙

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
立

災
ボ
」
の
N
P
O
法
人
化
の
検
討
を

進
め
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
、
行
政

や
企
業
と
の
連
携
等
が
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
講
座
の
修
了
者
が

次
々
と
参
加
し
て
く
れ
、
現
在
46
人
。

う
ち
女
性
は
17
人
で
す
。

●
避
難
所
運
営
に
女
性
の
視
点
を
と

い
う
声
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
避
難

所
は
、
男
性
も
女
性
も
一
時
、
一
緒

に
生
活
す
る
場
で
す
が
、
そ
の
運
営

と
な
る
と
、
や
は
り
男
性
が
中
心
で

す
。
女
性
た
ち
の
生
活
の
知
恵
を
避

●
防
災
に
興
味
を
持
た
れ
た
き
っ
か

け
は
?

私
が
災
害
に
最
初
に
出
会
っ
た
の

は
、
5
歳
の
時
、
人
的
災
害
と
も
い

え
る
戦
争
で
す
。
空
襲
を
恐
れ
た
父

母
が
い
ち
早
く
千
葉
の
親
戚
の
家
に

疎
開
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
案
の
定

そ
の
後
の
戦
災
で
、
新
宿
の
家
は
焼

失
。
戦
後
、
目
黒
に
住
む
父
の
知
人

が
六
畳
一
間
を
貸
し
て
く
れ
、
東
京

に
戻
れ
ま
し
た
が
、
今
度
は
父
の
勤

め
先
が
相
次
い
で
倒
産
し
、
父
は
失

業
の
憂
き
目
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
幸
い
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が
米
、

味み

そ噌
・
醤し

ょ
う
ゆ油

な
ど
を
貸
し
て
く
れ
た

の
で
生
き
残
れ
ま
し
た
。「
ご
近
所
の

助
け
」
の
重
要
さ
は
、
こ
の
時
私
の

脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し
た
。
首
都

直
下
地
震
後
の
社
会
は
、
戦
争
直
後

4

　認定事業所の取り組みがわかる「立川

市ワーク・ライフ・バランス推進事業所認

定式」＆ミニセミナー開催！！

　令和４年２月８日㈫午後１時30分から

　詳しくは広報たちかわ（12月25日号掲載

予定）、または立川市ホームページで

令和３年度立川市

ワーク・ライフ・バランス

推進事業所を認定しました

●積極的な有給休暇取得を推奨

●有期労働契約から無期労働契約へ、生

活スタイルに合わせた働き方を実施

●地域情報サイトの運営を通して地域の

イベント等に参加

●在宅勤務が可能なテレワーク環境の構築

株式会社 情報実業

取り組みの主なポイント

市民編集委員：原和美（助言者）、萩本悦久、長谷山聡子

イラスト協力：矢島友美

アイム企画・編集

立川女子高校演劇部

全国大会2位

女子高生の日常描き反響

立
川
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
代
表

　

矢や

の野
和

ま

さ

た

か孝
さ
ん

　女性総合センターでは、防災備蓄品を活用し

て、必要な方に生理用品をお配りしています。

生理用品を配布しています


